
お
か
げ
さ
ま
で

年

19

2017年
11月号
（通算第229号）

も
と
も
と

月
３
日
は
明
治
天
皇
の
誕
生
日
で
、

11

明
治
時
代
の
頃
は
「
天
長
節
」
、
昭
和
の
初
期
に
は

「
明
治
節
」
と
呼
ば
れ
る
祝
日
で
し
た
。

「
文
化
の
日
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

昭
和

年
か
ら
で
、
昭
和

年
の

月
３
日
に
、「
自

23

21

11

由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
」
こ
と
を
基

調
と
す
る
日
本
国
憲
法
が
公
布
、
つ
ま
り
国
民
に
内

容
が
広
く
知
ら
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

月
３

11

日
は
、
次
の
よ
う
な
記
念
日
で
も
あ
り
ま
す
。

①
文
具
の
日
～
東
京
都
文
具
事
務
用
品
商
業
組
合
等

が
「
文
具
と
文
化
は
歴
史
的
に
同
じ
意
味
」
と
い
う

こ
と
か
ら
１
９
８
７
年(

昭
和

年)

に
制
定
。

62

②
ま
ん
が
の
日
～
日
本
漫
画
家
協
会
と
出
版
社
５
社

が
、「
漫
画
を
文
化
と
し
て
認
知
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
こ
と
か
ら
２
０
０
２
年(

平
成

年)

８
月
に

14

制
定
。

③
レ
コ
ー
ド
の
日
～
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
が
、
「
レ

コ
ー
ド
は
文
化
財
」
と
い
う
こ
と
か
ら
１
９
５
７
年

(

昭
和

年)

に
制
定
。

32

①
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
日
～
日
本
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
連
合

会
が
１
９
８
３
年(

昭
和

年)

に
制
定
。
フ
ラ
ン
ス

58

王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
「
国
内
の
ハ
ン

カ
チ
は
す
べ
て
正
方
形
に
」
と
い
う
布
告
を
ル
イ
16

世
に
出
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
王
妃
の
誕
生
日
（

月
11

２
日
）
に
一
番
近
い
祝
日
を
選
択
し
て
制
定
。

⑤
ゴ
ジ
ラ
の
日
～
１
９
５
４
年(

昭
和

年)

の
こ
の

29

日
、
東
宝
の
怪
獣
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
の
第
１
作
目
が

封
切
ら
れ
た
こ
と
か
ら
制
定
。

～ 11月《霜月しもつき》～

３日 文化の日 １７日 将棋の日

７日 立冬 ２０日 毛皮の日

１２日 鬼子母神 ２２日 いい夫婦の日

１４日 お十夜 ２３日 勤労感謝の日

１５日 七五三 ３０日 カメラの日

文
化
の
日

早
い
も
の
で
、
暮
ら
し
の
瓦
版
は
今
回
で
、

創
刊
（
１
９
９
８
年

月
）
か
ら

年
に
な
り

11

19

ま
す
。
こ
の
間
、
皆
様
か
ら
の
応
援
に
励
ま
さ

れ
な
が
ら
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
社
員

一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



立
冬
と
食
事

季
節
の
言
葉

立
冬
と
は
冬
の
始
ま
り
の
日
で
す
。
毎
年

月
11

７
日
頃
で
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
昼
夜
の
寒
暖
の

差
が
激
し
く
な
り
、
気
温
変
化
に
体
が
つ
い
て
い

け
ず
、
体
調
不
良
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
中
国
の
こ
と
わ
ざ
に
「
立
冬
の
時
に

栄
養
を
補
給
す
る
と
良
い
」
と
い
う
内
容
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
季
節
に
と
れ
る
食
物

を
、
こ
の
季
節
に
合
っ
た
調
理
法
で
食
べ
て
栄
養

を
補
う
こ
と
が
、
冬
を
健
康
で
乗
り
切
る
最
良
の

方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
体
を
温
め
る
効
果
が
あ
る
食
物
を
紹
介
し
ま

す
。シ

ョ
ウ
ガ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
カ
ブ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ネ
ギ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
エ
ビ
、
牛
肉
、
ニ
ン
ニ
ク
、

コ
シ
ョ
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ク
ル
ミ
、

ゴ
ボ
ウ
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
食
材
を
用
い
て
体
が
温
ま
る
料
理
を

つ
く
り
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

①
小
春
日
和
～
立
冬
を
過
ぎ
て
か
ら
の
、
晩
秋

か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
「
春
の
よ
う
に
ポ
カ
ポ

カ
と
暖
か
い
秋
の
空
模
様
」
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
春
に
な
っ
た
後
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
帰
り
花
～
秋
の
小
春
日
和
の
暖
か
さ
に
誘
わ

れ
て
、
季
節
は
ず
れ
の
花
を
付
け
る
こ
と
で
す
。

別
名
「
返
り
花
」
と
か
「
狂
い
咲
き
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
春
咲
き
の
サ
ク
ラ
な
ど
が
、
寒
さ

の
中
、
一
時
的
な
小
春
日
和
を
春
と
勘
違
い
し

て
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
モ

ク
レ
ン
や
フ
ジ
の
成
育
が
悪
い
も
の
が
小
春
日

に
咲
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
冬
薔
薇
（
ふ
ゆ
そ
う
び
）
～
「
ふ
ゆ
ば
ら
」

と
も
言
い
ま
す
。
寒
牡
丹
、
寒
菊
同
様
、
冬
に

咲
く
品
種
で
は
な
く
、
冬
に
入
っ
て
も
咲
き
残

っ
た
バ
ラ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
季
節
に

ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
る
可
憐
な
美
し
さ
は
、

人
々
の
心
を
引
き
つ
け
ま
す
。

月

日
は
「
将
棋
の
日
」
で
す
。
日
本

11

17

将
棋
連
盟
が
１
９
７
５
年
（
昭
和

年
）
に

50

制
定
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
御
城

将
棋
が
旧
暦
の
こ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
御
城
将
棋
と
は
、
江
戸

時
代
に
江
戸
城
の
御
黒
書
院
（
お
ん
く
ろ
し

ょ
い
ん
）
で
、
徳
川
将
軍
の
御
前
で
年
に
一

度
行
わ
れ
た
対
局
の
こ
と
で
す
。

世
紀
か

17

ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
対
局
日
が
年
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
八
代
将
軍
吉
宗

の
時
代
（
１
７
１
６
年
）
に
な
っ
て
、
御
城

将
棋
の
式
日
が

月

日
と
定
め
ら
れ
ま
し

11

17

た
。
な
お
、
関
西
将
棋
会
館
５
階
の
対
局
室

は
、
御
黒
書
院
を
模
し
た
造
り
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
１
９
７
５
年(

昭
和

年)

に

50

第
１
回
「
将
棋
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
が
、
東
京

都
台
東
区
の
「
蔵
前
国
技
館
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
芹
沢
博
文
九
段
が
企
画
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
８
千
人
の
フ
ァ
ン
が
集

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

将
棋
の
日



漢
字
読
め
ま
す
か
？

枇
杷
（
ビ
ワ
）

ビ
ワ
は
バ
ラ
科
の
常
緑
樹
で
す
。
学
名
は
「
エ

リ
オ
ボ
ト
リ
ア
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」
と
い
い
ま
す
。「
ジ

ャ
ポ
ニ
カ
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
の
で
日
本
原
産

か
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
中
国
南
西
部
・
揚

子
江
流
域
が
原
産
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
形
が
楽
器
の
琵
琶
（
び
わ
）
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
「
び
わ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
（
「
枇
杷
」
の
字
は
漢
名
由
来
と
の
こ
と
）
。

花
は

月
頃
か
ら
目
立
た
ず
に
咲
き
ま
す
。
実

11

が
店
頭
に
並
ぶ
の
は
５
月
か
ら
６
月
頃
で
、
「
茂
木

枇
杷
」
と
、「
田
中
枇
杷
」
の
２
種
類
が
多
く
流
通

し
て
い
ま
す
。「
茂
木
」
種
は
実
が
や
や
長
め
で
、

「
田
中
」
種
は
丸
い
そ
う
で
す
。

「
桃
栗
３
年
、
柿
８
年
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
が
、
ビ
ワ
は
９
年
か
か
る
と
い
わ
れ
、
実
が
な

る
よ
う
に
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

葉
は
薬
用
に
な
り
、
関
節
の
痛
み
に
よ
く
効
く

と
の
こ
と
で
す
。
ビ
ワ
の
材
木
は
粘
り
強
い
の
で
、

木
刀
、
杖
、
く
し
な
ど
に
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

ブ
ロ
グ
記
事
ご
紹
介

自然を大切に

ゴミは持ち帰りましょう！！少
し
難
し
い
で
す
よ
!!

①
森
閑

②
咀
嚼

②
韻
律

④
誤
謬

⑤
時
化

⑥
恬
淡

⑦
相
克

⑧
潤
色

◎
『
ト
イ
レ
交
換
』

ト
イ
レ
を
交
換
し
、
水
洗
カ
ウ
ン
タ
ー
も
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
専
用
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
給
水
・
排
水
配
管
を
隠
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
壁
を
剥
い
で
配
管
す
る
必
要
が
無

い
の
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
ス
ス
メ
で
す
。

（
自
動
水
栓
の
場
合
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
新
設
が
必

要
に
な
り
ま
す
）
。

リ
フ
ォ
ー
ム
部

宮
本
紘
志
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漢
字
読
め
ま
す
か
？

解
答

暮らしの雑学・豆知識
●○●○●○●○●○●○●○●○●○

使い捨てカイロ

寒くなってくるとありがたいカイ

ロ。最近は使い捨てタイプのものが人

気ですよね。ところで、袋から出すと

なぜ熱を発生するのでしょうか。使い

捨てカイロの中身は「鉄粉」「木炭」

「塩」「水」が入っています。袋を開

けると、空気中の酸素によって鉄粉が

錆び、その時に酸化熱が発生するので

す。各成分の配合割合を工夫すること

で温度と持続時間を調整し、その上で

販売されているのです。酸素がないと

反応はしないので、使用中に反応を止

めたい場合は、再度丈夫な袋などに入

れて密封すれば、次第におさまってき

ます。ただし、熱をもつものですので、

取扱いには十分注意しましょう。

「大五建設ブログ」
過去の「暮らしの瓦版」は

大五建設のホームページ
からご覧いただけます。

大五建設 で

①
森
閑
（
し
ん
か
ん
）

・
物
音
が
せ
ず
静
か
な
様
。

②
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）

・
食
物
を
か
み
砕
く
事
。

③
韻
律
（
い
ん
り
つ
）

・
韻
文
の
音
の
調
子
。

④
誤
謬
（
ご
び
ゅ
う
）

・
間
違
い
の
こ
と
。

⑤
時
化
（
し
け
）

・
海
が
風
雨
で
荒
れ
る
事
。

⑥
恬
淡
（
て
ん
た
ん
）

・
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
事
。

⑦
相
克
（
そ
う
こ
く
）

・
相
い
れ
な
い
者
同
士
が
互
い

に
勝
と
う
と
し
て
争
う
事
。

⑧
潤
色
（
じ
ゅ
ん
し
ょ
く
）

・
原
文
を
誇
張
や
書
き
加
え
を

し
て
、
面
白
く
す
る
事
。

千
歳
飴

七
五
三
に
欠
か
せ
な
い
千
歳
飴
は
、

江

戸

時

代

に

浅

草

の

飴

売

り

が

考

案

し

た

の

が

始

ま

り

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

昔

は

子

ど

も

が

病

気

に

な

る

こ

と

が

多

く

、

長

生

き

で

き

る

よ

う

長

く

伸

ば

し

た

飴

を

作

り

、

千

年

飴

、

寿

命

飴

と

し

て

売

り

出

し

ま

し

た

。

そ

の

後

「

千

歳

飴

」

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

り

、

七

五

三

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

き

ま

し

た

。

千

歳

飴

の

袋

に

は

、

鶴

亀

、

松

竹

梅

、

翁

と

媼

な

ど

、

長

寿

に

ま

つ

わ

る

縁

起

の
良
い
絵
柄
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

先

月

号

の

「

サ

ツ

マ

イ

モ

・

焼

い

も
」
の
記
事
で
、
「
オ
ー
ブ
ン
で
表
裏

分

ず

つ

焼

く

」

と

の

記

述

が

ご

ざ

15い

ま

し

た

が

、

実

際

に

は

も

っ

と

時

間

が

か

か

る

と

の

ご

指

摘

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

楊

枝

等

を

挿

し

て

中

身

が

柔

ら

か

く

な

る

の

を

確

認

し

な

が

ら

、

出

来

上

が

り

を

判

断

し

て

い

た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び


